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一般社団法人 全国デイ・ケア協会

会員特典

編集後記

Vol.17

● 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

● 「デイケアニュース」の定期発送
・年２～３回発行しております。
各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

● 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
・原則、会員様のみご対応させていただいています。

● 会員ページの閲覧が可能
・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
今後さらなるリニューアルを検討しています。

● 会員への定期的なメール配信
・研修会案内
・制度関連情報　等

※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

Join Us

佐々木 海人（全国デイ・ケア協会　広報委員会）
東京湾岸リハビリテーション病院

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は1994（平成6）年、老健のデイケアや病院・診療所の
デイケア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会
提供等を目的として開設し、これまで活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテー
ションマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現して
まいりました。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源とし
て重要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労
働省および各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの「声」を賜りたく、皆
様のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。

● message：平井政規理事

● report：第 44 回全国デイ・ケア研究大会 2022 in 奈良

● event preview：第 46 回全国デイ・ケア研究大会 2023 ㏌ 八王子

● voice：活動と参加してみた！　　認定デイ・ケアマスターの声

● topics：在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコース

● 会員施設紹介：富家病院デイケアセンター
　COVID-19の感染状況が日々変化する中で、私たちの対応も変化が求められています。特にオミクロン株が拡
大してからは、軽症者が多数を占めている一方で、感染者数は大幅に増加しています。臨機応変に対応することが
求められていると実感しているところではないでしょうか。
　さて、第42回全国デイ・ケア研究大会2022in奈良では、コロナ禍の新たな開催方法として、現地とオンラインを
併用したハイブリッド形式が取り入れられ、多くの皆さんと学びの場を共有することが出来ました。大会運営にご協力
をいただいた全ての皆様に感謝申し上げるとともに、次年度の八王子大会への期待が膨らんでいます。今年度はもう
一つの全国大会である、リハビリテーション・ケア合同研究大会が苫小牧で開催されますので、そこでも多くの発見
と親睦が深められることでしょう。今後とも全国デイ・ケア協会の事業にご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 一般社団法人全国デイ・ケア協会

Japan Association for  Day Care

cover photo : Makoto KATOH



開催日 研修会 開催地・開催方法

9月

16日（金）～18日（日） 在宅リハEGコース②
オンライン開催

24日（土）～25日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会

30日（金）～10/1日（土） リハビリテーション・ケア合同研究大会 苫小牧2022

グランドホテルニュー王子
苫小牧市民会館
苫小牧市文化会館
※ハイブリッド開催

10月 22日（土）～23日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

12月
3日（土） 明日から使える！初めての通所リハ実践研修会

オンライン開催
9日（金）～11日（日） 在宅リハEGコース③

1月
14日（土） リハマネジメント研修会

オンライン開催
15日（日） 状態・疾患別プログラム研修

2月
11日（土） 経営戦略セミナー

未定
未定 生活行為向上リハビリテーション研修会

3月
3日（金）～5日（日） 在宅リハEGコース④ 未定

18日（土） 第10回デイ・ケアスキルアップセミナー オンライン開催
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JADC

JADC EVENT SCHEDULE

informationmessage
会員限定閲覧サービス開始

厚生労働省による社会保障審議会の速報レポート配信。

知的好奇心は止まらない。止めてはいけない。

JADCがお贈りする研修会。今年度後半も充実の研修会スケジュール。

【厚生労働省トピックス（トップページ）】
https://day-care.jp/

　当会では新たな事業として、厚生労働省が開催している社会保障審議会の速報レポートを、
会員限定で当会ホームページより閲覧できるサービスを実施する運びとなりました。
最新の議論を確認し、今後の改定に向けて参考になりますと幸いです。
　なお、掲載後には会員にメールにてお知らせいたします。ホームページトップページのサイドバ
ナーよりご確認ください。
※パスワードはメール配信にてお知らせします。

　当会では様々な研修会を企画しております。下記スケジュールをご確認の上、ご希望の研修会にお申し込み
ください。

　2022年（令和4年）7月1日（金）～2日（土）の2日間、第44回
全国デイ・ケア研究大会2022 in奈良を奈良公園敷地内の奈良春
日野国際フォーラム甍～ I・RA・KA～を会場に開催いたしました。
「和を以て貴しと為す」。今から約1400年前、聖徳太子により奈
良の飛鳥において発布された「十七条憲法」はこの言葉から始ま
ります。「和」を最も大切にせよ。との意味です。その言葉の持つ
意味に習い今大会のテーマを「和を以って、デイ・ケアを為す。～
自立支援のコーディネーターとして～」としました。「和」という言
葉のひとつには、協調するという意味があります。「自立」につい
て定義がないからこそ、デイ・ケアというサービスを提供する私た
ちと、当事者である利用者個人はもちろん、全ての職種、関連す
るサービス提供者と、お互いに納得いくまで議論をして、利用者
の自立支援のためのデイ・ケアの実践に取り組もう。このような
思いをテーマに込めました。はじめに大会長である私から、大会
の趣旨目的、思いについて講演し、講師を10名お招きし、講演
をお願い致しました。
　デイ・ケア等の通所系サービスを含む介護保険の目的は、利用
者の自立を支援することです。ただし、介護保険法には「自立」
についての定義は存在していません。では、そもそもこの「自立」
とは何でしょうか。白澤政和先生によると、まずは自分のことを
自己決定する「精神的自立」があり、潜在的な力を高める「能力

的自立」、ADLやIADLを高める「身辺的自立」がある。「自分のことを自分で決める」自己決定は極めて重要である
としています。介護保険開始時には大森彌先生らによると、自己選択を通じた尊厳の保持が介護保険の目的でし
た。しかし、制度維持と財政問題が優先された20年間の経過を経て、「自立支援」の意味は変容しています。近年
の「自立支援」は介護が要らない状態までの回復を意味しており、他人の支援を必要としない「身辺的な自立」を支
援することを目指しているように感じます。
　このような背景において、介護保険サービスであるデイ・ケア等の通所系サービス提供者としての私たちは、この
「自立支援」の意味をどのように理解納得すればよいのか。改めて「自立支援」について参加者の皆さんと考えてみ
たい。これが大会長としての今大会における思いであり、問題提起でした。
　また、コロナ禍ということも念頭に、現地とオンラインを含めたハイブリッド開催とし、感染対策を万全にし、一
般演題発表も90を超える登録を頂き、ZOOMを活用したリアルタイム開催、懇親会も含め、平時の研究大会と変
わらず可能な限り制限することがないような運営を心がけました。大会終了後のオンデマンド配信など、コロナ禍で
の研究大会のモデルを示すことができたと思います。3年ぶりの現地開催を含んだ大会となり改めて、オンライン
だけでは得ることの難しい、顔と顔をつきあわせた人と人との繋がりや、情報交換等の機会の重要性を感じました。
　最後に、斉藤正身名誉会長、近藤国嗣会長をはじめ理事及び会員の皆様には研究大会運営という貴重な機会を
頂き、運営に多くのご協力賜りましたこと、この場を借りましてお礼申し上げます。次回、八王子大会の盛会をお祈
りいたします。

平井 政規

全国デイ・ケア協会 理事
医療法人鴻池会 専務理事

通所系サービスの役割も大きな転換点を迎え、
デイ・ケアの在り方を考える機会をいただけた。
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　顔を合わせ、会すことが難しくなって久しいなか、シルクロードの終着点ともいわれる古都奈良において、約2年ぶりに本大会が
開催された。感染者が拡大する傾向があったなか、直前にハイブリッド形式での開催が通知され、大会運営の困難さをうかがわせ
ていた。しかし当日会場に立ち入ると、それは杞憂であった。徹底した感染対策がとられ、参加者自身も安心し
て参加できる環境づくりが見て取れた。コロナとともに生きる事が避けられない今日において、大会実行委員会
の配慮や徹底ぶりが結実した大会であった。
　この日、奈良は今シーズンで最も高い気温を記録したようだ。そんななか、会場の能楽ホールは、緊張感と期待に
包まれ、改めて、学びの喜びと、皆が一堂に会する喜びを思い出させてくれた大会であった。

モーニングセミナー
「利用者の想いを具体的に実現するための生活行為
向上リハビリテーションとは」

和を以って、デイ・ケアを為す。 ～自立支援のコーディネーターとして～
第44回全国デイ・ケア研究大会2022 in 奈良

2022年（令和4年）7月1日（金）～7月2日（土）

講師：都甲 幹太　
介護老人保健施設あやめの里　
リハビリテーション科 主任　

座長：山本 江吏子　
介護老人保健施設鴻池荘
リハビリテーション部 課長

「チームで支援する口腔健康管理」
講師：松尾 由佳　介護老人保健施設鴻池荘 歯科衛生士　
座長：西田 宗幹　医療法人鴻池会 リハビリテーション部 部長

閉会式

　令和3年度の介護報酬改定では、今後人口構造が大きく変化することを鑑
み、リハビリテーション・栄養・口腔の一体的な運用など、改めて自立支援・
重度化防止に向けて舵が切られました。一方で昨今の通所リハは、短時間
サービス提供事業所の急増などから、軽介護者の割合が大きくなるなど、事
業所や利用者層に変化が起こっています。そこで今回のテーマを「デイ・ケア
が真価を発揮するために」とし、地域の拠点機能としての真の価値を改めて
考えることにしました。
　演者である厚生労働省の木下さんからは、審議会等での議論をもとに、令
和3年度の介護報酬改定でデイ・ケアに求めたこと、さらには令和6年度の改
定に向けて期待することをさまざまなデータを用いてご報告いただきまし
た。東京湾岸リハビリテーション病院の松永さんは、リハビリテーションマネ
ジメントの真価について、SPDCAサイクルに沿って、専門的評価にもとづく
目標設定と意思決定のプロセスの重要性について、ご自身の事業所の取り組
みを通じてご報告いただきました。介護老人保健施設清雅苑（当協会理事）
の野尻さんからは、科学的介護情報システム（LIFE）への先駆的な取り組み
と、フィードバックデータを活用するための様々な工夫について、ご自身の事
業所の取り組みをご報告いただきました。ディスカッションでは、平井大会長
からの宿題でもある「自立支援」をキーワードに、演者それぞれの真価に対す
る考えをお話しいただき、状態像によらない、利用者の主体性が活かされた
能動的な暮らしをサポートすることの重要性を再確認しました。人々が住み
慣れた地域で安心して暮らし続けるため、
デイ・ケアが地域の拠り所として、当協会が
示す4つの普遍的機能（医学的管理・心身
生活活動の維持向上・社会活動の維持向
上・介護者等家族支援）、言い換えればデ
イ・ケアの真価をますます発揮していくこ
とに期待したいところです。

①木下 翔司　厚生労働省　老健局老人保健課 高齢者リハビリテーション推進官
②松永 玄　東京湾岸リハビリテーション病院 在宅リハビリテーション科 科長
③野尻 晋一　全国デイ・ケア協会　理事／介護老人保健施設清雅苑 施設長
　座長：岡野 英樹　全国デイ・ケア協会 理事

パネルディスカッション
「デイ・ケアが真価を発揮するために」

特別講演Ⅲ
「認知症である本人が自分で決める支援」

講師：丹野 智文　一般社団法人認知症当事者ネットワークみやぎ代表理事
座長：土井 勝幸　全国デイ・ケア協会 副会長

2日目  7 /2（土）2日目  7 /2（土）

　大会の「色」となる特別講演、セミナー等の運営に携わり、テーマを念頭に、様々な講師をお招きしました。また、利用者
視点を目的とし、老い支援コーディネーターや認知症当事者の方にもご講演いただけました。一般演題では北海道から九州
まで多くの演題登録をいただきました。改めて「人と人」「事業所と事業所」の交流が重要であること、その手段に研究大会が
あることを学びました。

学術局長 山本 江吏子

　奈良県内の老健を開催地特別枠として設けて頂きました。事務局員は、老健を訪問して説明を行い、参加登録や演題発表
の方法をPRする役割を担いました。また、大会ホームページ、大会プログラム集、大会全般の管理など、参加者目線のおも
てなしができる方法を模索しました。多くの方の力をお借りして、とても感謝しております。

事務局長 福本 美和

　今回の開催形式となり、具体化に当たって検討・調整が継続する設定等が少なくなかったです。その為マニュアル作成等も
後手の傾向となってしまい、何とか無事開催できて胸をなでおろしています。今回の大会は主幹の当法人に加え、県下5施設
の協力を得て運営に当たらせていただきました。他施設の方にとっては半ばぶっつけ本番に近い場合もありましたが、皆さま
非常に協力的・積極的に任に当たって下さりありがたかったです。

運営局長 東條 秀則

　大会のテーマは「和を以って、デイ・ケアを為す。～自立支援のコーディネーターとして～」。デイ･ケアにおいて、かかわる全て
の職種、サービス提供者と議論をして、利用者さんの自立支援の実践に取り組もうという思いや、「平和」、参加者の「和（なごみ）」
という意味も込められています。その為、会場も「奈良」を感じられる会場を、おもてなしとして、有名な「ほうせき箱」のかき氷
のふるまいや、庭園を利用した懇親会を企画しました。490名を超える参加登録と約200名の現地参加、90を超える一般演
題発表となり、徹底した感染対策も実り感染者を出すこともなく大会を終えることができました。多くの参加者の方から「記憶
に残る大会」等お褒めの言葉をいただき、とても思い出深い大会となりました。

実行委員長 西田 宗幹

【大会実行委員会コメント】
https://day-care.jp/seminar-report

大会長講演
「和を以って、デイ・ケアを為す」

協会長講演
「これからの通所リハの質」

特別講演Ⅱ
「老いに対する準備と支援」

特別講演Ⅰ
「その人らしさと自立を支援する
デイ・ケアを考える」

開会式

平井政規　全国デイ・ケア協会 理事

近藤 国嗣　全国デイ・ケア協会 会長
講師：浜村 明徳　全国デイ・ケア協会 顧問　
座長：斉藤 正身　全国デイ・ケア協会 名誉会長

講師：石黒 秀喜　
NPO法人 地域共生政策
自治体連携機構 事務局長代理　
座長：平井 基陽　
医療法人鴻池会 理事長

懇親会

1日目  7 /1（金）1日目  7 /1（金）

●（社福）長和福祉会　こころ上牧
●（医）あすか会　アンジェロ　ハビリス
●（社福）正和会　ルポゼまきの
●（医）宮城会　けやき倶楽部

皆様、ありがとうございました。

当日運営協力をしてくださった会員施設
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活動×参加
　今回の活動と参加してみたには、奈良大会と大会前日に開催された研修会に現地で
参加された2名にご登場いただきました。当会としても久しぶりの対面式で開催し、改
めて直接顔を合わせることの大切さを実感した会になりました。お二方の熱い想いを
ご一読ください。

活動と
参加してみた！

老健リハビリセンター　
クローバーヴィラ

理学療法士 坂部 尚子

　私は急性期、回復期の経験を経て、生活期に携
るようになってから約10年になります。そんな私
にとって、新人の頃より学会というものは特別な場
所でした。というのも、学会を通じて先輩方が全
国に挑む姿を間近で見る機会に恵まれていたから
です。施設の枠を超えて情報を発信しあい、気付
きを共有しあい、そこで得た物を持ち帰りさらに高
めてまた学会で分かち合う。それが学会の醍醐味
であり、今回参加させて頂いた全国デイ・ケア研
究大会もまさにそのような特別な場所でした。さ
らに本大会では、コロナ禍でもたくさんの方が安
心して参加出来るよう様々な工夫がされていまし
た。現地発表の会場はニュースの報道フロアさな
がらの臨場感であり、Live配信されることでオン

ライン参加の方ともセッションすることが出来ま
した。オンデマンド配信により、もう一度拝聴し
たい講演や、聞き逃した発表を聞くことも出来、
現地でも帰ってからも学会を堪能させて頂きまし
た。また、素晴らしい会場でいただいたおもてな
しの「かきごおり」は、忘れられない味となりまし
た。今回学んだことを日々の業務に活かし、また
必ず学会の場にたくさんの実りを持って戻ってき
たいと思います。

＠ 第44回全国デイ・ケア研究大会2022 in 奈良

活動と
参加してみた！

介護老人保健施設レストア横浜
通所リハビリ支援相談員 

田中 新悟

　今回の研修・研究大会の中で良く出てきた言葉
が自立とはなんなのか。研究大会についても自立に
ついて考える研究大会だと話がありました。今まで
自分は自立というと身体機能面（ADL）の自立ばか
り思い浮かべていました。もちろん通所リハビリに
通い、リハビリを頑張って排泄や入浴など身の回り
の事をご自身で出来るように支援することも大切で
はありますが生活面での自立を支援していく事がこ
れから通所リハビリを運営していく上でとても重要
だと感じました。
　当施設では利用されている方やご家族、CMの大
半が出来る限り長く通ってリハビリを行い身体機能
を維持できるようにと考えていると思います。また
グループワークの中でも利用者側からすると修了に
対してはマイナスなイメージを持っている方が多くい
るという意見があり、「辞めさせられる」と感じる利

用者もいるためなかなか積極的に進めることができ
ないという話もありました。ただ、これからは利用者
が通所リハビリに通い、次にステップアップする場に
なるようにしていかなければならないと感じました。
最近では通所介護と通所リハビリの役割に差がなく
なってきてしまい、その差をはっきりとさせるために
も今後、当施設の通所リハビリでも修了について取
り組んでいく必要があると考えます。
　今回の研修で学んだこと・感じたことを共有して
今後の当施設通所リハビリにおける修了への取り組
みに活かしていきたいと思
います。

＠ どうしていますか？修了に向けた取り組み～運営とその実践～

　感染症の蔓延に伴い、この数年研究大会は2020年度中止、2021年
度WEB開催と対面での開催を自粛せざるをえませんでした。しかし
2022年度奈良大会にて初のハイブリッド開催で、対面を含めた形での
大会が開催できたことを本当に嬉しく思います。
　さて次年度は東京の八王子で行われます。
　八王子市は東京都心から電車で１時間ほど西にある街になります。
テーマには「地産地消」という言葉を掲げました。その町なりに生み出された介護サービスと、その街
で暮らす高齢者が、その人なりに利用し、そこでの想い出を紡ぎ、できる限り住み慣れた場所で生活を
続けるための『デイ・ケア』のあり方を皆さんで考える場面として、次年度大会の運営を進めたいと考え
ております。
　そして今回の会場として予定している『東京たま未来メッセ』は令和4年10月オープンの新会場とな
ります。大きな展示会場を使い、感染対策を講じながら、皆さんの来場をお待ちすることとなります。
　もう一度、その土地、その街にあった、そしてその地域のヒトのためのデイ・ケアを皆さんで感じあえ
る場所をご提供していく次第です。
　奈良大会でのノウハウを活かし、来年八王子でおまちしておりますので、ぜひ皆さんご参加下さい。

医療法人社団永生会 全国デイ・ケア研究大会2023 ㏌ 八王子
大会事務局

令和5年7月21日（金）～7月22日（土）会　　期

東京たま未来メッセ会　　場

安藤 高夫（医療法人社団永生会 理事長）大 会 長

～地域で生み出す 街・人・想いを紡ぐ通いの場～

デイ ・ケア地産地消

第46回 全国デイ・ケア研究大会2023
㏌ 八王子

event preview

2022年秋、
八王子に

オープン予定！

東京たま未来メッセ
（東京都立多摩産業交流センター）

写真提供：多摩産業交流センター指定管理共同企業体



開催日 研修会 開催地・開催方法

9月

16日（金）～18日（日） 在宅リハEGコース②
オンライン開催

24日（土）～25日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会

30日（金）～10/1日（土） リハビリテーション・ケア合同研究大会 苫小牧2022

グランドホテルニュー王子
苫小牧市民会館
苫小牧市文化会館
※ハイブリッド開催

10月 22日（土）～23日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

12月
3日（土） 明日から使える！初めての通所リハ実践研修会

オンライン開催
9日（金）～11日（日） 在宅リハEGコース③

1月
14日（土） リハマネジメント研修会

オンライン開催
15日（日） 状態・疾患別プログラム研修

2月
11日（土） 経営戦略セミナー

未定
未定 生活行為向上リハビリテーション研修会

3月
3日（金）～5日（日） 在宅リハEGコース④ 未定

18日（土） 第10回デイ・ケアスキルアップセミナー オンライン開催
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家庭用常備薬等のあっせんをご利用ください

在宅リハビリテーション
エキスパート・ジェネラリストコース

TOPICS

EXPERT GENERALIST COURSE

　令和4年度在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコースが6月17日に開講しました。
今回は25名の受講者とともに、全4クール（35講義）の内容を学んでまいります。第1クールから積極
的に意見交換がなされている場面から、2期生の在宅リハにおける熱い想いを感じ取れました。これか
ら一緒にエキスパート・ジェネラリストを目指し研鑽を続けていきましょう。

　当協会は、リハビリテーション・ケア合同研究大会を主催する団体の一つで、例年、主催団体枠のセッション
を行っていますが、今年度の苫小牧大会では「LIFEの現状と未来」をテーマとして、パネルディスカッションを
行います。科学的介護情報システム（以下、LIFE）が報酬体系の中に導入され、すでに1年以上が経過しました
が、導入手続き・データ入力等に関するトラブルや大きな作業負担など、その運用には多くの課題があるだけ
でなく、サービスの質の向上に寄与するとされるフィードバックデータも未だ着地点が見えず、開発も道半ばと
言わざるを得ません。ただそのような状況下でも、早い段階から介護サービスのDX（Digital Transformation）
に着手するなどして業務プロセスの効率化を高めたり、現場スタッフの創意工夫による業務改善で利活用を進め
ている事業所も少なからず存在し、一定の成果を挙げています。
　今回のパネルディスカッションは、厚生労働省の新田惇一さんから「LIFEに込められた想いや今後のビジョン」
について、介護老人保健施設清雅苑の野尻晋一さん（当協会理事）と八尾はぁとふる病院の藤本健さん（当協
会研修認定委員長）からは「導入・運用への工夫」や「LIFEの活用」について、日本介護支援専門員協会の七種
秀樹さんからは「フィードバックデータのケアマネジメントへの活用」について、それぞれご報告いただきます。
　これからの介護サービスにおいて、間違いなく「科学的介護」が一層推進され、施策や報酬の適正化を推
し進めるといった耳の痛い話だけでなく、私たち介護サービス提供者がそのデータを有効に活用することで、
さらなるサービスの質の向上につながる可能性を秘めています。
　LIFEに取り組む事業所が増えることで、より質の高いサービスが全国各地で提供されるよう、このセッション
に参加された皆様の事業所運営の一助となれば幸いです。多くの方のご参加を心よりお待ちしております。

健康維持、セルフメディケーションをサポートします。
お客様のニーズにあった商品を豊富に取り揃えております。

全国の看護師さん介護士さんに愛用されています。

一日の終わりに脚が疲れていませんか？

https://ryowa.website

☎06-6952-7015
〒535-0002 大阪市旭区大宮4-18-18

（9:00～17:00土日祝除く）

履くだけで脚スッキリ♪
リニューアルした超美圧ソックスDX

お試しください♪

リハビリテーション・ケア合同研究大会苫小牧2022
「LIFEの現状と未来」

　本コースは多様な知識・技術が求められる在宅リハビリテー
ションにおいて、自職種の知識のみに捕らわれず、あらゆるケー
スに対しオールラウンドに対応可能な在宅リハビリテーションマス
ターを育成し、生活期（在宅）リハビリテーションの質の向上に寄
与することを目的としています。昨年度、コロナ禍の影響により1年
遅れていた、第1期生のコースが開講されました。参加職種は医師、介護
福祉士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士と多岐に渡りました。現在2期生が受講中
です。参加者の方々が在宅リハビリテーションに従事するうえで、求められる知識を習得す
ることはもちろんのこと、現場で活躍する全国の方々と熱い議論を交わす貴重な機会となっ
ています。受講を通して生活期リハビリテーションに従事する仲間を増やすことは、参加者
個人及び参加者の所属する施設においても財産になり得ると感じています。コースを受講
された方の所属会員施設は、当会HPの会員名簿において、受講が分かるよう掲載させて
頂いております。生活期リハビリテーションを体系的に学べる貴重な機会です。次年度以降
も是非多くの会員施設から、多職種の参加をお待ちしております。

【在宅リハEGコース専用ページ】
https://day-care.jp/kenshu-eg

澤潟昌樹 EGコース担当理事より

事業内容：事業所向け医薬品、防疫薬品、医薬部外品、食品（健康食品・非常食）
健康関連用品、防災用品、日用雑貨、名入れ記念品等販売

当協会賛
助会員
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〒356-0051 
埼玉県ふじみ野市亀久保2197番地

医療法人社団富家会

富家病院デイケアセンター

今日の楽しみが見つかるハイブリッドデイで「あきらめないリハビリ」を

会員施設自己紹介

施設紹介

リハビリに特化した富家病院デイケアセンター

　富家病院デイケアセンターの向かいにあるのが富
家病院ですが、入院していた方が退院に伴い在宅生
活支援と共にデイケア、デイサービスの利用を開始す
る例も多くあります。グループ内に導入されているメ
ルタスという医療と介護の情報共有ツールで患者情
報は漏れなく共有されていて、管理が必要な持病が
ある方でも安心して利用していただけます。入院時に
担当していたスタッフも様子を見に時々施設に足を
運んでおり、ご利用者様に声がけができることで信
頼関係も続きます。

　富家病院デイケアセンタースタッフ一同、利用者様
に毎日来たいと思ってもらえる施設づくりを心がけて
います。

安心の医療連携

　リハビリ専門職が常にいるので、福祉用具の相談
や環境設定などへの対応がすぐに可能です。また、担
当者会議にはリハビリ専門職が出席し、生活に沿った
リハビリの提供やアドバイスも行なっています。
　そして富家病院デイケアセンターと富家デイサービ
スセンターのハイブリッド効果で、半日をデイケアで、
半日を隣のデイサービスで過ごすというサービス利用
の選択肢も広がります。バリ風のしつらいで天井が高
く開放的な空間で、快適なリラクゼーションが体験で
きるウォーターベッドや利用者様のADLに合った多種
多様な入浴機材、本物志向のアクティビティを提供す
る富家デイサービスセンターと合わせて、利用者様の
毎日の生活を豊かに支えていくことが私たちの願い
です。

ハイブリッドデイで利用者様の毎日を全方位サポート

　リハビリ専門職（PT・OT・ST）がいることで、多種
多様なリハビリが受けられます。富家病院のリハビリ
室では「あきらめないリハビリ」をモットーにしてい
ますが、ここ富家病院デイケアセンターも同様です。
加齢や疾患によってできなくなったと思われることを
あきらめることなくスタッフが全力で支えます。
　リハビリのみに特化しており、利用者様の施設利
用の目標設定がしやすく、最新のリハビリマシンを取
り揃える中、簡単な設定、短い待ち時間で半日の利
用でも有効に時間を過ごすことができます。

赤間 優（理学療法士）
医療法人渓仁会 札幌渓仁会リハビリテーション病院Master’s Voice

認 定 デ イ ・ ケ ア マ ス タ ー の 声

　北海道札幌市に2017年に設立した回復期病院併設の短
時間デイケアで、管理運営業務とセラピスト(理学療法士)
業務の兼務をしています。医療外来リハとデイケア合わせて
PT・OT・ST合計10名でサービス提供を行っています。
　私はデイケアの勤務としては14年目を迎えており、9年間
を長時間デイ、5年間を短時間デイで勤務している状況です。
認定デイ・ケアマスターを取得するきっかけとなったのは、新
病院の短時間デイ立ち上げを任された事でした。新規事業と
いうことで、今一度、現行の制度や時世の流れ、今後のデイ
ケアの在り方について学ぶ良い機会になると思い資格取得を
目指したのですが、自身の考えていた以上の成果を得ること
ができ、とても良い機会になったと思っています。
　特に全国デイ・ケア協会主催の勉強会や大会等で、同じ
ような立場のデイ・ケアマスターの方々とお会いすることも
あり、その際の意見交換やグループワークが業務上大変役
に立っている事が多いと感じています。また協会主催のスキ
ルアップセミナーでも直接講師陣の方からアドバイスを得ら

れる機会もあり、デイ・ケアマスターの取得自体が、職務上
大変役立つ結果になりました。
　現在、私はデイケアのみではなく回復期病院の退院支援
訪問チームと外来リハの管理も行うようになっていますが、
昨今診療報酬・介護報酬の改定の度に制度が複雑化して
いると感じており、両制度をより詳細に理解しなくてはな
らないと痛感しております。
　当院は外来リハ・通所リハ・訪問リハ・訪問看護と在宅
サービスが充足している施設でありますが、各サービスがど
のように利点・欠点があり、利用者様に適しているのかを
判断するのは、利用者様・ケアマネジャー・ソーシャルワー
カー等のどの方々にとっても、容易ではないと思われます。
そのような中、利用者様の自立支援を促す為には、随時必
要なサービスを調整する必要があります。その為にも自分
自身がまず通所リハの機能・今後の在り方を熟知し、他サー
ビスとの連動を考えられるように、今後も邁進していきたい
と思っております。

　富家病院デイケアセンターは埼玉県ふじみ野市に
ある医療法人社団富家会の運営する通所施設の一つ
であり、定員29名の通所リハビリテーション施設と
して平成31年11月に開設されました。富家会は医療
機関である富家病院を中心に「されたい医療　され
たい看護　されたい介護」を理念として、埼玉県南西
部に複数の医療・介護サービスを提供しています。こ
の富家病院デイケアセンターの隣には富家デイサービ
スセンターもあり、ハイブリッドデイとして両方のサー
ビスが利用可能で、ご利用者様が安心して暮らせる
毎日をあらゆる面からサポートしています。

本コーナーにて「ぜひ私の施設を紹介したい！」という会員様は、事務局までご連絡をください。

会員限定

会員向け無料教育セミナー定期配信中
要注目

9月配信　　高齢者の食支援と誤嚥リスク～摂食嚥下障害の倫理的側面も絡めて～
11月配信 　脳卒中患者が在宅生活に戻るまで

～急性期・回復期からみた退院支援と医療・介護連携～
令和4年

1月配信　　在宅医療におけるリハビリテーションの重要性と問題点
3月配信　　地域リハビリテーション普及啓発活動～地域への働きかけ～令和5年

ON DEMAND

会員向け無料教育セミナー　配信スケジュール

　全国デイ・ケア協会では、会員限定にオンデマンド配信による教育セミナー
を開催しています。第5弾は「アドバンス・ケア・プランニング」、第6弾は「わ
かりやすい経過記録の残し方」を開催しました。視聴者アンケートからは大変好
評をいただいています。本セミナーが会員の皆様のお役に立てますと幸いです。
※9月配信より視聴期間が2か月間になります
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会員特典

編集後記

Vol.17

● 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

● 「デイケアニュース」の定期発送
・年２～３回発行しております。
各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

● 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
・原則、会員様のみご対応させていただいています。

● 会員ページの閲覧が可能
・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
今後さらなるリニューアルを検討しています。

● 会員への定期的なメール配信
・研修会案内
・制度関連情報　等

※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

Join Us

佐々木 海人（全国デイ・ケア協会　広報委員会）
東京湾岸リハビリテーション病院

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は1994（平成6）年、老健のデイケアや病院・診療所の
デイケア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会
提供等を目的として開設し、これまで活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテー
ションマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現して
まいりました。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源とし
て重要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労
働省および各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの「声」を賜りたく、皆
様のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。

● message：平井政規理事

● report：第 44 回全国デイ・ケア研究大会 2022 in 奈良

● event preview：第 46 回全国デイ・ケア研究大会 2023 ㏌ 八王子

● voice：活動と参加してみた！　　認定デイ・ケアマスターの声

● topics：在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコース

● 会員施設紹介：富家病院デイケアセンター
　COVID-19の感染状況が日々変化する中で、私たちの対応も変化が求められています。特にオミクロン株が拡
大してからは、軽症者が多数を占めている一方で、感染者数は大幅に増加しています。臨機応変に対応することが
求められていると実感しているところではないでしょうか。
　さて、第42回全国デイ・ケア研究大会2022in奈良では、コロナ禍の新たな開催方法として、現地とオンラインを
併用したハイブリッド形式が取り入れられ、多くの皆さんと学びの場を共有することが出来ました。大会運営にご協力
をいただいた全ての皆様に感謝申し上げるとともに、次年度の八王子大会への期待が膨らんでいます。今年度はもう
一つの全国大会である、リハビリテーション・ケア合同研究大会が苫小牧で開催されますので、そこでも多くの発見
と親睦が深められることでしょう。今後とも全国デイ・ケア協会の事業にご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 一般社団法人全国デイ・ケア協会
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